
今
年
度
新
設
さ
れ
た 

医
師
確
保
対
策
室 

―
地
域
医
療
を
志
し
て
ー 

木 

村 

清 

志 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    

    

 
 

 

 

  

  

 

島
根
県
医
療
対
策
課
医
師
確
保
対
策
室
・
室
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木 

村 

清 

志 

 
 本

年
四
月
以
来
、
隠

岐
病
院
の
産
婦
人
科

の
診
療
体
制
に
関
し

て
は
、
皆
様
方
に
ご

心
配
を
か
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
結
果
的
に
一
度
は
四
月
中
旬

か
ら
隠
岐
島
内
で
出
産
が
で
き
な
い
と
い

う
事
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
医
師

を
確
保
で
き
る
目
処
が
た
ち
、
十
一
月
に

は
県
立
中
央
病
院
か
ら
複
数
の
医
師
を
派

遣
し
、
島
内
で
の
出
産
が
再
開
さ
れ
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
例
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
本
県
に
お
い
て
は
離
島
・

中
山
間
地
域
の
医
師
不
足
や
、
特
定
の
診

療
科
に
お
け
る
医
師
不
足
は
、
近
年
、
よ

り
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
今
年
度
医

療
対
策
課
内
に
医
師
確
保
対
策
室
が
設
置

さ
れ
、
私
が
室
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

即
戦
力
と
な
る
医
師
の
確
保
に
全
力
を
尽

く
す
と
と
も
に
、
中
長
期
的
に
医
師
確
保

が
安
定
的
に
出
来
る
よ
う
に
、
島
根
大
学

医
学
部
の
地
域
医
療
教
育
に
対
す
る
支
援

や
臨
床
研
修
の
充
実
を
図
る
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
に
対

し
て
は
、
抜
本
的
な
医
師
確
保
対
策
を
早

期
に
制
度
化
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
層
強
く

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

    
 
 
 
 

波
佐
診
療
所
は
浜
田
市
金
城
町
南
部
に

位
置
し
、
南
に
西
中
国
山
地
の
大
佐
山

(1,069m)

を
望
み
ま
す
。
三
年
前
、
三
十

五
年
ぶ
り
の
常
勤
医
師
と
し
て
齊
藤
稔
哲

医
師
が
波
佐
診
療
所
長
と
し
て
着
任
し
、

診
療
所
の
機
能
が
充
実
し
ま
し
た
。 

二
〇
〇
二
年
四
月
よ
り
齊
藤
医
師
の
後

任
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

私
は
学
生
時
代
か
ら
地
域
医
療
を
志
望

し
、
一
九
九
一
年
に
島
根
医
科
大
学
を
卒

業
し
ま
し
た
。
島
根
県
立
中
央
病
院
で
三

年
間
、
内
科
、
小
児
科
、
救
命
救
急
科
、

総
合
診
療
科
で
ロ
ー
テ
ー
ト
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
指
導
医
の
先
生
方
に
は
、
多
忙

な
診
療
の
中
で
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
大

変
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
出

雲
市
国
民
健
康
保
険
乙
立
里
家
診
療
所
へ

勤
務
し
、
七
年
前
に
臨
床
能
力
の
向
上
の

た
め
、
愛
媛
大
学
第
一
内
科
に
入
局
し
ま

し
た
。 

地
域
医
療
は
そ
の
地
域
が
好
き
に
な
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
は
人
々
の
暮

ら
し
や
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
環
境

を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
地
域
で
生
じ
る
健
康
課
題
を
把
握
し
、

医
師
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ

と
を
追
求
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
、
浜
田
市
で
は
四
つ
の
国
保
診
療
所
に

五
人
の
医
師
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
診
療

所
間
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
医
師
が
孤

立
し
な
い
環
境
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
も
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
病

診
連
携
が
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。 医

師
の
偏
在
な
ど
で
地
域
医
療
が
深
刻

な
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
医
療

を
志
す
学
生
や
医
師
は
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
波
佐
診
療
所
が
次
の
世
代
の
医

師
を
育
て
る
場
所
に
な
る
よ
う
に
、
日
々

研
鑽
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

         

 ～
二
年
目
の
研
修
医
師
か
ら
～ 

   

【
県
立
中
央
病
院 

成
田
泰
子
】 

 

新
臨
床
研
修
制
度
二
期
生
と
し
て
、
昨

年
よ
り
島
根
県
立
中
央
病
院
で
研
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
年
目
に

必
修
診
療
科
で
あ
る
内
科
・
外
科
・
救
急

救
命
科
・
麻
酔
科
を
研
修
し
、
二
年
目
に 

◆ 今年度新設された医師確保対策室 《木村医師確保対策室長》 ◆ 地域医療最前線その２０《北條宣政先生》 ◆ 研修医のページその６《成田泰子先生》 

◆ 『研修医のマッチングに向け研修病院合同説明会開催』報告 ◆ 医学生のための奨学金制度 ◆『平成１７年度第２回島根県臨床研修指導医講習会』報告 

◆ 看護師さんのページその１《青山 舞さん》 ◆ 隠岐病院の産婦人科医について ◆ 島根県が日本に、世界に誇れるあれこれ 

◆ 県のドクターバンクから《島根県医師会》 ◆ 島根県からのお知らせなど 

地
域
医
療
最
前
線
そ
の
２
０

研
修
医
の
ペ
ー
ジ

そ
の
６ 
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所
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政 

浜田市国民健康保険波佐診療所 

今回の紙面 
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◆

医

学

生

の

た

め

の

奨

学

金

制

度

個別説明会の模様 

小
児
科
・
産
婦
人
科
・
精
神
科
・
地
域
医

療
、
そ
し
て
選
択
診
療
科
を
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
予
定
で
す
。
当
院
の
特
徴
と
し

て
完
全
電
子
カ
ル
テ
・
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、

使
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
多
少
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
病
歴
・
検
査
結
果
・

薬
歴
等
の
情
報
を
迅
速
に
得
る
こ
と
が
で

き
、
慣
れ
る
と
大
変
便
利
で
す
。
ま
た
、

研
修
医
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

週
に
一
度
の
早
朝
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ

り
、
各
診
療
科
の
先
生
方
か
ら
様
々
な
テ

ー
マ
で
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
毎
月
研
修
医
に
よ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
や
Ｃ
Ｐ
Ｃ
も
あ
り
、
上
級
医
か
ら
の
指

導
に
加
え
て
お
互
い
に
研
鑽
し
あ
え
る
機

会
が
た
く
さ
ん
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
一
年
間
の
研
修
で
は
ド
ク
タ
ー
や
コ
・

メ
デ
ィ
カ
ル
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
何
よ
り

患
者
さ
ん
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
入
っ
て
き
た
ば

か
り
の
一
年
目
の
先
生
た
ち
と
一
緒
に
研

修
を
し
て
い
る
と
、
去
年
の
自
分
の
新
鮮

な
気
持
ち
を
思
い
出
し
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
日
々
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
有
意
義

な
研
修
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
生
や
研
修
医
に
県
内
の
研
修
病
院
で

臨
床
研
修
を
行
っ
て
も
ら
お
う
と
、
三
月

十
八
日
（
土
）
に
初
期
臨
床
研
修
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
四
月
二
十
九
日
（
祝
）
に
後
期
臨

床
研
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
出
雲
市
で
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
昨

年
か
ら
県
と
臨
床
研
修
指
定
病
院
が
合
同

し
て
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
二
度
目
と

な
り
ま
す
。 

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
島
根
大
学
医
学
部

の
学
生
や
県
内
の
初
期
研
修
医
ら
合
計
三

十
七
名
の
参
加
が
あ
り
、
臨
床
研
修
指
定

病
院
か
ら
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
、
指

導
体
制
、
処
遇
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
後
半
の
個
別
説
明
会
で
は
、
実

際
に
研
修
し
て
い
る
研
修
医
の
声
も
聞
け

る
と
あ
っ
て
参
加
者
か
ら
は
好
評
で
し
た
。 

 

な
お
、
後
期
臨
床
研
修
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
十
二
の
臨
床
研
修
指
定
病
院
の
う

ち
八
病
院
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
三
十
六
名
（
医
療
対
策

課
調
べ
）
の
医
師
が
県
内
で
研
修
を
積
ん

で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

【
医
療
対
策
課 

古
瀬
】 

   

  

    

 

島
根
県
で
は
、
県
内
の
地
域
医
療
を
担

う
医
師
育
成
の
た
め
に
、
奨
学
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。 

【
医
学
生
地
域
医
療
奨
学
金
】 

■
対
象
者 

大
学
生
、
大
学
院
生
で
、
将
来
島
根
県
内

の
公
的
医
療
機
関
や
中
山
間
地
等
で
の

勤
務
を
志
す
方
（
大
学
・
出
身
地
の
別
は

問
い
ま
せ
ん
。） 

■
貸
与
額 

○ 

大
学
生 

月
額
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

○ 

大
学
院
生
月
額
一
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

○ 

入
学
金
相
当
額
二
八
二
、
〇
〇
〇
円 

■
返
還
の
免
除(

例) 

在
学
中
六
年
間
貸
与
さ
れ
た
場
合
、
卒
業

後
十
八
年
が
経
過
す
る
ま
で
に
、
県
内
公
的

医
療
機
関
等
で
三
年
間
、
県
内
の
へ
き
地
医

療
機
関
で
三
年
間
の
計
六
年
間
勤
務
す
れ

ば
、
返
還
免
除
と
な
り
ま
す
。 

※ 

医
学
生
地
域
医
療
奨
学
金
は
、
島
根
大

学
地
域
枠
推
薦
入
学
者
に
は
、
優
先
的

に
貸
与
さ
れ
ま
す
。 

【
し
ま
ね
医
学
生
特
別
奨
学
金
】 

■
対
象
者 

島
根
大
学
医
学
部
に
在
学
す
る
一
～

五
年
ま
で
の
医
学
生
で
、
将
来
、
島
根
県

内
の
公
的
医
療
機
関
等
で
の
勤
務
を
志

す
方 

■
貸
与
額 

一
年
度
一
回
に
つ
き
一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

 
 
(

在
学
中
に
、
連
続
す
る
二
年
度
内
に

二
回
を
限
度
と
し
ま
す
。) 

■ 

返
還
の
免
除 

初
期
臨
床
研
修
終
了
後
、
県
内
の
公
的

医
療
機
関
等
で
六
年
間
勤
務
し
た
場
合
、

返
還
免
除
と
な
り
ま
す
。 

【
医
療
対
策
課 

石
橋
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

＝
平
成
十
八
年
度
は
十
月
に
開
催
予
定
＝ 

第
二
回
目
の
指
導
医
講
習
会
は
、
島
根

大
学
医
学
部
と
の
共
催
で
平
成
十
八
年
二

月
四
日(

土)

～
五
日
（
日
）
島
根
女
子
短

期
大
学
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
も
、
延
べ
十
六
時
間
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、
四
十
四
名
の
講
習

修
了
者
に
島
根
県
知
事
・
島
根
大
学
医
学

部
附
属
病
院
長
・
厚
生
労
働
省
医
政
局
長

と
の
連
名
に
よ
る
「
修
了
証
書
」
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。 

 

県
内
で
は
松
江
赤
十
字
病
院
主
催
で
三

月
に
同
様
な
指
導
医
講
習
会
を
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

卒
後
臨
床
研
修
の
充
実
を
図
る
た
め
の

ソ
フ
ト
面
で
は
、
指
導
医
の
役
割
が
大
変

重
要
で
す
。
こ
の
講
習
会
を
受
講
し
た
成

果
と
し
て
、
県
内
の
研
修
病
院
に
多
く
の

研
修
医
が
集
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

★ 

ス
タ
ッ
フ 

▽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

名
古
屋
大
学 

伴
信
太
郎
先
生 

 

◆ 

『
研
修
医
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け 

研
修
病
院
合
同
説
明
会
開
催
』
報
告 

◆ 

「
平
成
十
七
年
度
第
二
回 

島
根
県
臨
床
研
修
指
導
医
講
習
会
」
報
告 



▽ 

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス 

呉
医
療
セ
ン
タ
ー 

・
田
中
丈
夫
先
生 

島
根
大
学
医
学
部 

・
立
花
光
夫
先
生 

防
衛
医
科
大
学
校 

  

角
誠
二
郎
先
生
・
小
林
裕
幸
先
生 

島
根
県
医
療
対
策
課 
木
村
清
志
先
生 

 
 
 
 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

【
医
療
対
策
課 

坂
本
】 

      

 

【
脳
神
経
総
合
病
棟
看
護
師 

青
山 

舞
】 

 

看
護
師
と
し
て
、
県
立
中
央
病
院
脳
神

経
総
合
病
棟
に
勤
務
し
て
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
の
島
根
の
生
活
に
慣
れ

る
こ
と
と
も
に
社
会
人
と
し
て
経
験
を
重

ね
、
専
門
職
と
し
て
患
者
さ
ん
か
ら
信
頼

さ
れ
る
看
護
師
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
無
我
夢
中
の

一
年
で
し
た
。 

私
が
勤
務
す
る
病
棟
は
脳
梗
塞
、
脳
出

血
、
脳
腫
瘍
な
ど
の
脳
疾
患
の
急
性
期
の

患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
疾
患
は
麻
痺
や
高
次
機
能
障
害
な
ど

の
後
遺
症
を
残
す
事
が
多
く
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
は
、
身
体
的
、
心
理
的
、
ま
た

社
会
復
帰
に
つ
い
て
大
き
な
不
安
や
負
担

を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
当
院
は
急
性
期
の
病
院
で
あ

る
た
め
、
急
性
期
治
療
が
終
わ
り
、
病
状

が
安
定
す
る
と
退
院
さ
れ
、
地
域
の
療
養

型
病
院
、
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
移
ら
れ

た
り
自
宅
に
帰
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

退
院
に
向
け
て
は
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
、

医
師
・
看
護
師
・
地
域
医
療
連
携
科
な
ど

多
職
種
が
関
わ
り
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

を
専
門
的
な
立
場
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

学
生
時
代
に
も
講
義
や
実
習
を
通
し
て

実
感
し
て
い
ま
し
た
が
、
病
棟
で
勤
務
す

る
よ
う
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
職
種
の

中
で
看
護
師
は
一
番
患
者
さ
ん
に
接
す
る

時
間
が
長
く
、
疾
患
の
ケ
ア
だ
け
で
な
く
、

患
者
さ
ん
や
家
族
の
気
持
ち
を
聴
け
る
存

在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
や
家
族
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、

日
々
の
看
護
の
な
か
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
関
わ
り
を
大
事
に
、
誠
意
を
持
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
看
護
の
基
本
で
あ
る
と
学

び
ま
し
た
。 

患
者
さ
ん
や
家
族
の
思
い
は
百
人
百
様

で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
、
一
人
ひ
と

り
の
気
持
ち
に
沿
え
る
よ
う
に
、
専
門
的

知
識
を
深
め
、
心
に
余
裕
を
持
っ
て
患
者

さ
ん
や
家
族
に
接
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。 

こ
の
四
月
に
、
隠
岐
病
院
（
隠
岐
広
域

連
合
設
置
）
の
常
勤
産
婦
人
科
医
が
不
在

に
な
り
、
隠
岐
で
の
出
産
が
で
き
な
く
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

等
た
く
さ
ん
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
改
め
て
状
況
を
報
告
し
ま
す
。 

隠
岐
病
院
の
産
婦
人
科
に
常
勤
の
医
師

を
確
保
す
る
た
め
に
、
昨
年
来
、
町
や
病

院
と
県
が
一
体
と
な
っ
て
、
複
数
の
医
師

と
交
渉
を
続
け
、
一
名
の
方
が
、
こ
の
春

に
来
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
直
前
に
な
り
、
ご
家
族
の
事
情
で
着

任
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。 

平
成
十
六
年
秋
に
、
島
根
大
学
派
遣
の

医
師
が
退
職
さ
れ
て
か
ら
は
、
県
立
中
央

病
院
か
ら
臨
時
的
に
医
師
を
派
遣
し
、
県

と
し
て
は
、
一
年
半
に
わ
た
っ
て
隠
岐
病

院
の
産
婦
人
科
診
療
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
中
央
病
院
は
、
県
内
全
域

の
救
急
医
療
、
高
度
医
療
を
担
っ
て
お
り
、

長
期
に
わ
た
る
医
師
派
遣
を
す
る
体
制
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
医
師
に
過
重

な
負
担
の
か
か
る
こ
の
臨
時
的
な
一
人
医

長
体
制
で
、
診
療
を
続
け
る
こ
と
は
、
安

全
で
安
心
な
出
産
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
中
で
、
隠
岐
病
院
と
し
て

は
、
緊
急
避
難
的
に
本
土
で
の
出
産
と
い

う
苦
渋
の
決
断
を
さ
れ
ま
し
た
。
隠
岐
島

民
の
皆
様
に
は
、
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
大
き
な
負
担
を
伴
う
こ
と
で
あ
り
、
た

い
へ
ん
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
む
を

得
な
い
措
置
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
常
勤
医
師
の
確
保
に
目
処
が
立
ち
、

十
一
月
に
は
、
県
か
ら
複
数
の
医
師
を
派

遣
で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
隠
岐
島
で
安
全
で
安
心
な
出
産
が
で

き
る
体
制
が
ひ
と
ま
ず
確
保
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
勤
務
医
師
の
地
域
偏

在
や
診
療
科
偏
在
は
、
依
然
と
し
て
深
刻

で
あ
り
、
本
号
巻
頭
で
も
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
、
県
で
は
こ
の
四
月
か
ら
「
医
師

確
保
対
策
室
」
を
新
設
し
、
少
子
化
、
定

住
対
策
の
面
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に 

医
師
確
保
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。 

【
医
療
対
策
課 

石
倉
】 

▼
世
界
一
の
砂
時
計 

大
田
市
仁
摩
町
の
サ
ン
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
あ
る
砂
時

計
は
高
さ
（
五
・
二
メ
ー
ト

ル
）、砂
の
容
量（
一
ト
ン
）、

砂
が
落
ち
る
時
間（
一
年
間
）

が
世
界
一
。
環
境
保
護
や
鳴 

 

き
砂
保
護
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
造
ら
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

写
真
提
供
：
大
田
市 

▼
日
本
一
の
縁
結
び 

出
雲
市
大
社
町
に
あ
る
出

雲
大
社
神
楽
殿
（い
ず
も
た
い

し
ゃ
か
ぐ
ら
で
ん
）
の
し
め
縄

は
長
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
、
胴

回
り
九
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
五

ト
ン
。
長
さ
と
胴
回
り
が
日

本
一
。
写
真
提
供
：
出
雲
大
社 

◆
「
隠
岐
病
院
の
産
婦
人
科
医
に
つ
い
て
」

島
根
県
が
日
本
に
、
世
界
に
誇
る
あ
れ
こ
れ 

スタッフ

スタッフ 

◆ 

看
護
師
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
そ
の
１ 

～
島
根
県
立
中
央
病
院
に
勤
務
し
て
～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

県のドクターバンクから  
●求人・求職取扱状況 
（平成１８年４月３０日現在） 
＜求人＞２８件 
邑智郡（病院）／整形外科、精神科 
浜田市（病院）／内科 
雲南市（病院）／内科 
出雲市（診療所）／胃腸科、肛門科 
邑智郡（病院）／内科、整形外科、在

宅医療 
鹿足郡（病院）／内科、外科 
仁多郡（診療所）／内科 
那賀郡（診療所）／内科 
鹿足郡（病院）／放射線科、内科、麻

酔科 
益田市（病院）／内科、循環器内科、

神経内科、呼吸器内科 
松江市（病院）／内科、麻酔科 
浜田市（病院）／内科、放射線科 
江津市（病院）／精神科 
仁多郡（病院）／眼科、内科 
松江市（その他）／不問 
松江市（病院）／内科、リハビリテーシ

ョン 
出雲市（病院）／内科 
松江市（その他）／内科 
浜田市（その他）／内科 
鹿足郡（病院）／整形外科、内科、リハ

ビリテーション 
松江市（病院）／内科、整形外科 
邑智郡（病院）／内科、整形外科、産

婦人科、放射線科 
松江市（その他）／不問 
雲南市（病院）／麻酔科、精神科、内

科、循環器内科、皮膚科 
大田市（病院）／精神科、内科 
松江市（病院）／神経内科 
松江市（その他）／不問 
浜田市(その他)／不問 
＜求職＞０件 
●申し込み手続き及び詳細につきまして
は、当紹介所までお問い合わせ下さい。 
［電話番号］0852-21-8813（専用電話） 
［ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ］ 
http://www.shimane.med.or.jp 
/dcbank.htm   
【担当：吉岡・塩田】 

■医師募集キャラクター 
（赤ひげ先生） 

 赤ひげバンクのキャラクターで

ある（赤ひげ先生）がグレードアッ

プしました。今までは顔だけでした

が、これからは医師募集の顔になる

ようあっちこっちに登場します。よ

ろしくお願いします。 
 

【お知らせ】 

 県内１２の臨床研修指定

病院のガイドブックを作成

しました。ご希望の方は、

メール又は FAX で医療対

策課医師確保対策室までお

申込み[名前、連絡先、住所]

ください（無料）。 

 

 

 

 

島根県で勤務したい方へ

 
島根県では、県内で勤務して

いただける医師を探していま

す。全国どこへでも専任の担当

者が出張し、電話やメールでは

相談しにくい、細やかな相談に

も応じます。お気軽に医師確保

対策室までご連絡ください。 

 
 
 
 
ご都合で住所等を変更された

場合は、メール又は同封した赤

ひげバンク変更登録票でお知ら

せください。 

『赤ひげバンク』の登録

者のみなさんへ 

 

  

『島根の地域医療』第 16 号

から編集長をさせていただく

ことになりました口羽（くち

ば）と申します。この４月から

医師確保のため邑智郡の邑南

町役場から医師確保対策室へ

研修派遣というかたちで勉強

させてもらっています。今後内

容を充実させ読みやすい機関

誌を目指したいと思いますの

で、よろしくお願いします。 
▼現在の医師確保対策室のメ

ンバーです。 

編集事務局から

島根県医療対策課 

医師確保対策室の連絡先 
 

〒690-8501 松江市殿町１番地 

E-mail：iryou@pref.shimane.lg.jp 

TEL：0852-22-6683 

FAX：0852-22-6040 

ホ ー ム ペ ー ジ [ 島 根 の 医 療 ] ： 
http://www.pref.shimane.lg.jp/iryotaisaku/ 

 
 
 
浜田市・江津市及び浜田地域医

療対策会議では、ふるさとの医療

情報を定期的にお届けする「浜

田・江津 赤ひげメール」の無料配

信サービスを開始します。 
 この地域を離れて暮らす医師や

医学生、地域医療に関心のある医

師や医学生を対象に、国立病院機

構浜田医療センターの移転整備状

況や島根県済生会江津総合病院の

状況、中山間地の国保診療所にお

ける地域医療の実践事例など地域

の医療情報をお伝えするメールマ

ガジンです。 
申し込みは、浜田市ホームペー

ジのトップページから受け付けて

おります。 
 
このメールマガジンの問い合わせ先 
 

〒697-8501 

 島根県浜田市殿町 1 番地 

  浜田市役所  

   地域医療対策課 

TEL(0855)22-2612(代表) 

     内線（２１６） 

                 

 
 

 

浜田・江津赤ひげメールのご案内




